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〔
民
集
未
登
載
最
高
裁
民
訴
事
例
研
究
五
〕

甲
地
の
う
ち
乙
地
と
の
境
界
の
全
部
に
接
続
す
る
部
分
を
譲
り
受
け
た
乙
地
所
有
者
と
残
部
分
を
譲
り
受
け
た
者
と
が
甲
乙
両
地
の
境
界
確
定

の
訴
え
の
当
事
者
適
格
を
有
す
る
と
さ
れ
た
事
例

最
高
裁
平
成
二
年
二
月
二
六
日
第
二
小
法
廷
判
決
（
最
高
裁
平
九
（
オ
）
第
一
〇
四
号
）
、
境
界
確
定
等
請
求
本
訴
、
同
反
訴
事
件
、
判
例
タ

イ
ム
ズ
一
〇
〇
一
号
八
四
頁

94

〔
事
　
実
〕

　
原
判
決
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
事
案
の
詳
細
は
分
か
ら
な
い

が
、
最
高
裁
の
判
決
理
由
、
判
例
掲
載
誌
の
判
例
解
説
や
民
事
情
報

】
五
二
号
二
二
頁
の
コ
メ
ン
ト
等
を
総
合
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
事

件
で
あ
る
。
な
お
訴
外
の
人
物
表
記
に
お
い
て
通
常
使
用
す
る
A
・

B
で
は
な
く
て
、
C
・
D
を
使
用
す
る
が
、
そ
れ
は
最
高
裁
が
判
決

理
由
の
中
で
A
・
B
を
使
用
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
と
の
混
同
を
さ

け
る
た
め
で
あ
る
。
最
高
裁
は
判
決
理
由
で
一
般
論
を
展
開
さ
せ
て

い
る
が
、
そ
こ
で
土
地
は
甲
・
乙
、
人
物
は
A
・
B
を
使
用
し
て
い

る
。　
公
簿
上
の
二
六
二
番
二
二
と
表
示
さ
れ
た
土
地
（
甲
地
に
相
当
）

と
同
番
一
八
の
土
地
（
乙
地
に
相
当
）
は
、
相
隣
接
す
る
。
X
は
、

昭
和
四
〇
年
六
月
四
日
、
二
六
二
番
二
二
の
土
地
の
う
ち
一
部
（
原

判
決
別
紙
合
成
図
の
P
、
◎
、
㊨
、
Q
、
P
の
各
点
を
順
次
直
線
で

結
ん
だ
範
囲
の
土
地
）
を
前
所
有
者
の
C
か
ら
買
い
受
け
、
こ
六
二

番
二
二
の
土
地
全
体
に
つ
い
て
所
有
権
移
転
登
記
を
受
け
た
（
以
下

こ
の
土
地
を
「
X
取
得
土
地
」
と
表
示
す
る
）
。
二
六
二
番
一
八
の

土
地
の
所
有
者
D
も
、
同
日
、
二
六
二
番
二
二
の
土
地
の
残
余
の
部

分
（
図
の
Q
、
㊨
、
①
、
②
、
Q
の
各
点
を
順
次
直
線
で
結
ん
だ
範

囲
の
約
四
坪
の
土
地
）
を
C
か
ら
買
い
受
け
た
（
以
下
こ
の
土
地
を

「
D
取
得
土
地
」
と
表
示
す
る
）
。
D
取
得
土
地
は
二
六
二
番
一
八
の

土
地
と
の
境
界
の
全
部
に
接
続
す
る
が
（
以
下
「
本
件
境
界
」
と
表
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示
す
る
）
、
X
取
得
土
地
は
本
件
境
界
に
接
続
し
な
い
。

　
X
と
D
と
の
間
に
境
界
を
め
ぐ
る
争
い
が
生
じ
、
X
が
D
に
対
し

て
X
所
有
の
二
六
二
番
二
二
、
同
番
一
九
、
同
番
二
三
と
D
の
所
有

の
同
番
一
八
と
の
間
の
境
界
の
確
定
、
係
争
土
地
の
所
有
権
の
確
認
、

係
争
土
地
の
明
渡
し
を
求
め
る
訴
え
を
提
起
し
た
。
D
も
X
に
対
し

て
同
じ
境
界
の
確
定
と
、
係
争
土
地
の
確
認
を
求
め
る
反
訴
を
提
起

し
た
。
D
は
一
審
判
決
後
の
平
成
七
年
四
月
七
日
に
死
亡
し
た
た
め
、

Y
ら
は
相
続
に
よ
っ
て
D
取
得
土
地
及
び
二
六
二
番
一
八
の
土
地
を

取
得
し
て
、
こ
れ
ら
を
共
有
し
て
い
る
。

　
原
審
は
境
界
を
確
定
し
た
う
え
で
、
X
の
本
訴
請
求
の
一
部
を
認

容
し
、
Y
ら
の
反
訴
請
求
を
棄
却
し
た
。

　
Y
ら
は
、
原
審
が
二
六
二
番
二
二
と
同
番
一
八
の
境
界
確
定
に
つ

い
て
X
の
当
事
者
適
格
を
認
め
た
の
は
誤
り
で
あ
る
と
し
て
、
上
告

し
た
。
す
な
わ
ち
適
格
者
は
相
隣
接
す
る
土
地
の
所
有
者
で
あ
り
、

実
質
的
所
有
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
最
判
昭
和
五
九
年
二
月
一

六
日
判
例
時
報
一
一
〇
九
号
九
〇
頁
）
。
隣
接
地
の
一
部
を
時
効
取

得
し
た
場
合
は
、
当
事
者
適
格
は
失
わ
れ
な
い
と
す
る
判
例
が
あ
る

が
（
最
判
昭
和
五
八
年
一
〇
月
一
八
日
民
集
三
七
巻
八
号
二
一
二
一

頁
、
最
判
平
成
七
年
三
月
七
日
民
集
四
九
巻
三
号
九
一
九
頁
）
、
本

件
の
場
合
は
そ
れ
と
異
な
る
。
時
効
の
場
合
と
異
な
り
、
X
は
時
効

に
よ
り
境
界
に
接
し
た
土
地
の
所
有
権
を
喪
失
し
た
の
で
な
く
、
最

初
か
ら
権
利
者
で
は
な
か
っ
た
。

　
最
高
裁
は
次
の
よ
う
な
理
由
で
上
告
を
棄
却
し
た
。

』
　
境
界
確
定
の
訴
え
は
、
公
簿
上
特
定
の
地
番
に
よ
り
表
示
さ

れ
る
甲
乙
両
地
が
相
隣
接
す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
境
界
が
不
明

な
た
め
争
い
が
あ
る
と
き
に
、
裁
判
に
よ
っ
て
そ
の
境
界
を
定
め
る

こ
と
を
求
め
る
訴
え
で
あ
っ
て
、
相
隣
接
す
る
甲
乙
両
地
の
各
所
有

者
が
、
境
界
を
確
定
す
る
に
つ
い
て
最
も
密
接
な
利
害
を
有
す
る
者

と
し
て
、
そ
の
訴
え
の
当
事
者
適
格
を
有
す
る
。
そ
し
て
、
甲
地
の

う
ち
境
界
の
全
部
に
接
続
す
る
部
分
を
乙
地
の
所
有
者
が
時
効
取
得

し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
甲
乙
両
地
の
各
所
有
者
は
、
境
界
に
争
い

が
あ
る
隣
接
土
地
の
所
有
者
同
士
と
い
う
関
係
に
あ
る
こ
と
に
変
わ

り
は
な
く
、
境
界
確
定
の
訴
え
の
当
事
者
適
格
を
失
わ
な
い
の
で
あ

る
（
最
高
裁
平
成
六
年
（
オ
）
第
一
七
二
八
号
同
七
年
三
月
七
日
第

三
小
法
廷
判
決
・
民
集
四
九
巻
三
号
九
一
九
頁
参
照
）
。

　
以
上
の
こ
と
は
、
甲
地
の
所
有
者
が
、
甲
地
の
う
ち
境
界
の
全
部

に
接
続
す
る
部
分
を
乙
地
の
所
有
者
A
に
譲
渡
し
、
甲
地
の
残
余
の

部
分
を
B
に
譲
渡
し
た
が
、
甲
地
の
分
筆
登
記
が
さ
れ
ず
、
甲
地
の

全
部
に
つ
い
て
B
に
対
す
る
所
有
権
移
転
登
記
が
経
由
さ
れ
た
場
合

も
同
様
で
あ
っ
て
、
甲
乙
両
地
の
境
界
を
確
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

初
め
て
A
及
び
B
が
譲
り
受
け
た
各
土
地
の
範
囲
が
特
定
さ
れ
る
の

で
あ
る
か
ら
、
A
及
び
B
は
、
各
所
有
す
る
土
地
が
相
隣
接
し
、
甲
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乙
両
地
の
境
界
を
確
定
す
る
に
つ
い
て
最
も
密
接
な
利
害
を
有
す
る

者
と
し
て
、
甲
乙
両
地
の
境
界
確
定
の
訴
え
の
当
事
者
適
格
を
有
す

る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
二
　
こ
れ
を
本
件
に
つ
い
て
見
る
と
、
原
審
の
適
法
に
確
定
し
た

事
実
及
び
本
件
訴
訟
の
経
過
に
よ
れ
ば
、
…
…
、
㈲
　
Y
ら
と
X
と

の
間
に
本
件
境
界
に
つ
い
て
争
い
が
あ
り
、
こ
れ
を
確
定
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
初
め
て
X
取
得
土
地
及
び
D
取
得
土
地
の
範
囲
の
特
定
が

可
能
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
右
事
実
関
係
の
下
に
お
い
て
は
、

X
所
有
の
土
地
と
Y
ら
共
有
の
土
地
と
は
相
隣
接
す
る
関
係
に
あ
っ

て
、
X
は
X
取
得
土
地
の
範
囲
の
特
定
の
た
め
に
本
件
境
界
を
確
定

す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、
X
は
、
本
件
境
界
に
つ
い
て
境
界
確
定
の

訴
え
の
当
事
者
適
格
を
有
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
本
件
に
お
い
て
境
界
確
定
の
訴
え
の
当
事
者
適
格

を
肯
定
し
た
原
審
の
判
断
は
、
正
当
と
し
て
是
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
原
判
決
に
所
論
の
違
法
は
な
く
、
所
論
引
用
の
判
例
は
、
事
案

を
異
に
し
本
件
に
適
切
で
な
い
。
」

〔
評
　
釈
〕

　
本
判
決
は
従
前
の
判
例
理
論
の
延
長
線
上
に
あ
り
、
判
例
理
論
の

具
体
的
な
適
用
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で

判
例
理
論
を
充
実
さ
せ
る
も
の
と
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
こ

の
よ
う
な
解
決
方
法
が
よ
い
の
か
と
い
う
と
疑
問
が
あ
る
。
こ
れ
が

本
評
釈
の
結
論
で
あ
る
。

　
境
界
確
定
訴
訟
の
当
事
者
適
格
の
問
題
に
関
し
て
は
、
判
例
は
既

に
多
く
の
判
断
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
判
例
研
究
と
し
て
第
一
に

求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
判
例
が
個
々
の
事
件
の
判
断
を
通
じ
て
示
し

た
命
題
を
体
系
的
に
整
理
し
、
判
例
理
論
と
も
言
え
る
よ
う
な
法
原

則
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
（
一
）
。
第
二
は
こ
の
法
原
則
と

本
判
決
と
の
関
係
を
考
察
し
て
、
本
判
決
の
判
例
法
上
の
位
置
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
（
二
）
。
第
三
は
学
説
を
分
析
し
、
本
判

決
に
対
し
て
学
説
は
ど
の
よ
う
な
評
価
を
下
す
か
を
推
察
し
、
本
判

決
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
こ
と
で
あ
る
（
三
）
。
そ
の
よ
う
な
作
業

を
通
じ
て
本
判
決
を
評
価
し
て
み
た
い
と
思
う
（
四
）
。
以
下
で
は

こ
の
順
序
で
考
察
し
て
み
る
。

一
　
判
例
理
論
に
つ
い
て

　
先
行
す
る
研
究
を
参
考
に
し
て
、
境
界
確
定
訴
訟
の
当
事
者
適
格

の
問
題
に
つ
い
て
の
判
例
を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る

　
　
　
　
（
1
）

こ
と
が
で
き
る
。

1
　
当
事
者
適
格
者
は
隣
地
所
有
者
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
（
最
一

小
判
昭
和
五
七
年
七
月
一
五
日
裁
判
集
二
二
六
号
五
九
七
頁
）
。
も

っ
と
も
判
例
は
こ
の
こ
と
を
直
接
判
断
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

こ
の
判
例
は
「
相
隣
接
す
る
係
争
土
地
に
つ
い
て
処
分
権
能
を
有
し

96
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な
い
者
は
、
土
地
境
界
確
定
の
訴
え
の
当
事
者
と
な
り
え
な
い
と
解

す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
し
て
、
地
上
権
者
の
当
事
者
適
格
を
否

定
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
訴
訟
が
土
地
所
有
権
の
範
囲

を
確
定
す
る
効
果
を
有
す
る
か
ら
、
境
界
の
確
定
に
強
い
利
害
関
係

を
有
す
る
者
は
、
土
地
所
有
権
の
処
分
権
能
を
有
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
判
断
し
た
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

H
　
こ
の
場
合
の
所
有
者
は
、
単
な
る
登
記
名
義
人
で
は
な
く
現
実

に
所
有
権
を
有
し
て
い
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
連
の
判
例

が
こ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
最
一
小
判
昭
和
四

六
年
一
二
月
九
日
民
集
二
五
巻
九
号
一
四
五
七
頁
は
、
共
有
地
の
場

合
は
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
理
由
は
「
土

地
の
境
界
は
土
地
の
所
有
権
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、

か
つ
隣
接
す
る
土
地
の
所
有
者
全
員
に
つ
い
て
合
一
に
確
定
す
べ
き

も
の
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
最
一
小
判
昭
和
四
七
年
六
月

二
九
日
裁
判
集
一
〇
六
号
三
七
七
頁
は
、
土
地
の
所
有
権
と
密
接
な

関
係
を
有
す
る
点
を
強
調
し
て
、
所
有
者
を
適
格
者
と
し
て
い
る
。

最
一
小
判
昭
和
五
九
年
二
月
一
六
日
裁
判
集
一
四
一
号
二
二
七
頁

（
判
例
時
報
一
一
〇
九
号
九
〇
頁
）
は
、
「
甲
乙
両
地
が
公
簿
上
は
相

隣
接
す
る
が
甲
地
の
う
ち
乙
地
に
接
続
す
る
部
分
の
土
地
が
第
三
者

の
所
有
で
あ
る
場
合
に
甲
地
の
所
有
者
は
適
格
を
欠
く
」
と
し
て
い

る
。

皿
　
隣
接
す
る
土
地
の
所
有
者
で
あ
る
当
事
者
の
一
方
が
、
他
方
の

土
地
の
全
部
を
時
効
に
よ
り
取
得
し
た
場
合
は
、
元
の
所
有
者
に
適

格
は
認
め
ら
れ
な
い
（
最
三
小
判
平
成
七
年
七
月
一
八
日
裁
判
集
一

七
六
号
四
九
一
頁
）
。
そ
も
そ
も
元
の
所
有
者
に
は
境
界
を
確
定
す

る
利
益
は
な
い
し
、
取
得
者
に
し
て
も
境
界
を
確
定
し
た
い
場
合
は

合
筆
と
分
筆
登
記
で
処
理
で
き
る
か
ら
、
訴
訟
の
必
要
は
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

W
　
時
効
取
得
で
も
土
地
の
一
部
が
残
っ
て
い
て
境
界
線
に
一
部
接

し
て
い
れ
ば
、
当
事
者
適
格
が
喪
失
す
る
こ
と
は
な
い
（
最
三
小
判

昭
和
五
八
年
一
〇
月
一
八
日
民
集
三
七
巻
八
号
二
二
一
頁
）
。
そ

も
そ
も
大
判
昭
和
九
年
八
月
一
〇
日
民
集
＝
二
巻
一
九
号
一
六
一
七

頁
は
、
被
告
が
時
効
取
得
を
主
張
し
た
事
案
に
つ
い
て
、
時
効
取
得

の
主
張
を
判
断
し
な
い
ま
ま
に
境
界
を
確
定
し
た
原
判
決
を
破
棄
し

て
い
る
。
時
効
取
得
に
よ
っ
て
境
界
線
が
移
動
す
る
と
考
え
た
か
ら

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
最
一
小
判
昭
和
四
三
年
二
月
二
二
日
民
集

二
二
巻
二
号
二
七
〇
頁
は
こ
の
大
審
院
判
例
を
変
更
し
て
、
土
地
所

有
権
の
範
囲
の
確
認
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
時
効
取

得
の
抗
弁
の
当
否
は
境
界
確
定
に
は
無
関
係
で
あ
る
と
判
断
し
た
が
、

当
事
者
適
格
に
つ
い
て
は
判
断
を
示
さ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
以

後
の
下
級
審
判
例
に
お
い
て
、
時
効
取
得
と
適
格
の
問
題
が
浮
上
し
、

時
効
に
よ
っ
て
適
格
が
喪
失
す
る
と
考
え
る
説
と
適
格
は
影
響
さ
れ
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な
い
と
す
る
説
と
の
対
立
が
生
じ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
判
例
の
状
況
の
中
で
、
最
三
小
判
昭
和
五
八
年
一
〇

月
一
八
日
民
集
三
七
巻
八
号
一
二
二
頁
は
、
境
界
の
一
部
に
接
し

て
い
る
部
分
が
時
効
取
得
さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
、
適
格
の
喪
失
は

な
い
と
判
断
し
た
。
こ
れ
は
、
甲
地
の
所
有
者
に
よ
っ
て
境
界
の
確

定
と
同
時
に
、
係
争
土
地
の
所
有
権
確
認
、
建
物
収
去
土
地
明
渡
し

が
求
め
ら
れ
た
事
件
で
あ
る
。
裁
判
で
は
被
告
の
時
効
取
得
の
主
張

が
認
め
ら
れ
て
、
こ
れ
ら
の
請
求
は
棄
却
さ
れ
た
た
め
に
、
原
告
が

上
告
し
た
。
最
高
裁
は
職
権
で
当
事
者
適
格
に
つ
い
て
判
断
し
、
次

の
よ
う
な
理
由
で
適
格
を
肯
定
し
た
。
㈲
時
効
取
得
さ
れ
た
土
地
は
、

依
然
と
し
て
登
記
上
は
所
有
者
は
甲
で
あ
る
こ
と
、
㈲
時
効
取
得
の

範
囲
は
、
境
界
が
決
ま
っ
て
明
確
に
な
る
こ
と
、
＠
境
界
を
確
定
し

な
い
と
抜
本
的
な
解
決
に
な
ら
な
い
こ
と
、
⑥
分
筆
の
登
記
に
境
界

の
確
定
は
必
要
で
あ
る
こ
と
等
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
既
に
述
べ
た
よ
う
に
（
H
）
、
最
一
小
判
昭
和
五
九
年

二
月
一
六
日
裁
判
集
一
四
一
号
二
二
七
頁
（
判
例
時
報
二
〇
九
号

九
〇
頁
）
は
、
適
格
者
は
公
簿
上
両
土
地
が
隣
接
し
て
い
る
だ
け
で

は
な
く
、
境
界
に
接
し
て
い
る
土
地
部
分
を
現
に
所
有
し
て
い
る
者

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
判
断
し
た
判
例
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
そ
れ
な
ら
ば
境
界
の
全
部
に
接
続
す
る
土
地
部
分
が
時
効
取
得

さ
れ
た
場
合
の
当
事
者
適
格
は
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
題

に
な
っ
た
。

V
　
境
界
線
に
土
地
の
全
部
が
接
し
な
く
な
っ
て
も
当
事
者
適
格
は

認
め
ら
れ
る
（
最
三
小
判
平
成
七
年
三
月
七
日
民
集
四
九
巻
三
号
九

一
九
頁
）
。
四
で
残
さ
れ
た
問
題
に
決
着
を
つ
け
た
の
が
こ
の
判
例

で
あ
る
。
甲
乙
両
地
の
所
有
者
は
、
境
界
に
争
い
が
あ
る
隣
接
土
地

の
所
有
者
同
士
と
い
う
関
係
に
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
が
な
い
点
に
注

目
し
て
、
先
の
判
例
（
最
三
小
判
昭
和
五
八
年
↓
○
月
一
八
日
民
集

三
七
巻
八
号
二
二
一
頁
）
と
ほ
ぼ
同
じ
理
由
を
説
い
て
（
㈲
＠
が

抜
け
て
、
㈲
⑥
を
強
調
）
、
当
事
者
適
格
を
肯
定
し
た
。
な
お
こ
の

事
案
は
境
界
確
定
訴
訟
が
単
独
で
な
さ
れ
た
場
合
で
、
原
告
が
被
告

の
時
効
取
得
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
不
服
と
し
て
、
当
事
者
適
格
喪

失
を
理
由
に
上
告
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
な
お
最
三
小
判
平
成
七
年
七
月
一
八
日
裁
判
集
一
七
六
号
四
九
一

頁
は
、
境
界
確
定
訴
訟
で
時
効
取
得
を
主
張
し
た
被
告
が
、
時
効
取

得
を
原
因
に
所
有
権
移
転
登
記
手
続
を
求
め
て
別
訴
を
提
起
し
た
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
別
訴
は
併
合
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
同
一
の

裁
判
所
で
審
理
・
判
決
が
な
さ
れ
、
裁
判
所
は
原
告
の
境
界
確
定
訴

訟
を
却
下
し
、
被
告
の
登
記
請
求
を
認
容
し
た
。
原
告
の
上
告
に
対

し
て
最
高
裁
判
所
は
原
審
の
判
断
を
正
当
な
も
の
と
し
た
が
、
こ
の

判
断
は
土
地
の
全
部
を
時
効
取
得
さ
れ
た
元
の
所
有
者
の
原
告
適
格

を
否
定
し
た
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
。
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二
　
本
判
決
の
判
例
法
上
の
位
置
づ
け

　
本
件
は
時
効
取
得
の
問
題
で
は
な
い
点
で
、
前
記
の
一
連
の
判
例

と
事
案
を
異
に
す
る
が
、
隣
地
所
有
者
同
士
の
境
界
の
争
い
で
あ
り
、

境
界
線
が
す
べ
て
一
方
当
事
者
の
土
地
の
内
部
に
あ
り
、
当
事
者
は

境
界
線
に
向
か
っ
て
対
峙
し
て
い
な
い
と
い
う
点
で
、
V
の
最
三
小

判
平
成
七
年
三
月
七
日
民
集
四
九
巻
三
号
九
一
九
頁
と
同
様
な
状
況

に
あ
る
（
以
下
こ
の
判
例
を
「
先
行
判
例
」
と
表
示
す
る
）
。
し
た

が
っ
て
、
本
判
決
が
先
行
判
例
を
引
用
し
て
自
ら
の
説
を
根
拠
づ
け

た
り
、
上
告
理
由
が
先
行
判
例
と
の
違
い
を
強
調
し
た
の
も
、
当
然

な
こ
と
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
問
題
は
本
判
決
と
先

行
判
例
と
の
異
同
は
何
か
と
い
う
こ
と
て
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
じ

と
見
る
か
違
う
と
見
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
境
界
を
公
法
上
の
も
の
と
考
え
、
境
界
確
定
の
必
要
性
を
考
慮
す

る
な
ら
ば
（
先
行
判
例
の
理
由
づ
け
目
W
の
最
三
小
判
昭
和
五
八
年

一
〇
月
一
八
日
民
集
三
七
巻
八
号
一
一
二
一
頁
の
根
拠
の
⑥
）
、
当

事
者
適
格
に
関
し
て
境
界
が
接
す
る
部
分
の
所
有
権
の
有
無
に
固
執

す
る
理
由
は
な
い
し
、
先
行
判
例
の
よ
う
な
時
効
取
得
の
場
合
に
限

定
す
る
理
由
は
な
い
。
本
件
の
場
合
も
同
様
に
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
点
は
高
見
教
授
が
先
行
判
例
の
判
例
研
究
の
中
で
既
に
指
摘
し

て
い
る
点
で
あ
り
、
教
授
は
「
買
い
受
け
た
部
分
に
つ
い
て
所
有
権

移
転
登
記
が
な
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
利
益
状
況
は
時
効
取
得

の
場
合
と
変
わ
ら
ず
、
本
判
決
〔
先
行
判
例
の
こ
と
〕
と
同
じ
判
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
も
っ
と
も
か
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

な
拡
張
に
反
対
の
意
見
も
見
ら
れ
る
が
、
理
由
は
明
ら
か
で
な
い
し
、

時
効
取
得
と
の
差
異
を
強
調
す
る
と
、
当
事
者
適
格
を
肯
定
す
る
理

由
に
限
界
が
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
に
な
る
か
ら
、
時
効
取
得
の
場

合
の
適
格
を
肯
定
す
る
理
由
づ
け
を
弱
め
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
な
お
先
行
判
例
の
見
解
が
時
効
取
得
以
外
の
場
合
に
も
拡
張
さ
れ

る
と
し
て
も
、
高
見
教
授
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
当
該
部
分
に
つ
い

て
登
記
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
は
適
格
は
認
め
ら
れ
な
い
。
教
授
は

宮
崎
地
判
昭
和
五
七
年
四
月
一
二
日
判
例
タ
イ
ム
ズ
四
七
一
号
一
七

三
頁
を
紹
介
し
て
、
「
境
界
確
定
の
必
要
性
が
否
定
さ
れ
る
余
地
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

あ
る
と
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
判
例
は
先
の
調
停
で
係

争
土
地
を
売
渡
し
、
所
有
権
移
転
登
記
を
す
る
調
停
が
成
立
し
、
移

転
登
記
も
な
さ
れ
た
後
に
、
新
た
な
証
拠
を
発
見
し
た
当
事
者
が
調

停
無
効
の
訴
え
と
境
界
確
定
の
訴
え
を
併
合
し
て
提
起
し
た
事
案
で

あ
る
。
裁
判
所
は
調
停
無
効
の
主
張
を
否
定
す
る
と
と
も
に
、
新
た

に
自
己
の
所
有
地
と
な
っ
た
乙
地
と
従
前
の
自
己
の
所
有
地
で
あ
る

甲
の
境
界
を
求
め
る
こ
と
は
、
自
己
所
有
の
両
地
内
に
あ
る
境
界
確

定
を
求
め
る
こ
と
で
あ
る
と
し
て
、
訴
え
の
利
益
、
当
事
者
適
格
を

欠
く
と
し
て
境
界
確
定
の
訴
え
を
却
下
し
た
。
こ
の
事
案
で
は
新
た
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な
土
地
に
つ
い
て
既
に
移
転
登
記
が
な
さ
れ
て
い
て
、
所
有
権
の
取

得
を
第
三
者
に
対
抗
で
き
る
か
ら
、
登
記
の
た
め
に
境
界
を
確
定
す

る
必
要
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
境
界
確
定
を
し
な

く
と
も
、
自
己
の
所
有
権
の
範
囲
を
特
定
で
き
る
場
合
に
は
、
境
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

確
定
訴
訟
は
必
要
な
い
か
ら
適
格
を
欠
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
本
判
決
は
判
例
理
論
の
適
用
場
面
を
明

ら
か
に
し
、
そ
の
範
囲
を
拡
張
さ
せ
た
判
例
と
い
う
評
価
を
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

と
が
で
き
る
し
、
「
従
来
の
判
例
を
応
用
し
た
も
の
」
と
い
う
こ
と

も
で
き
る
。
た
だ
多
少
気
に
な
る
の
は
、
本
判
決
の
「
境
界
に
争
い

が
あ
り
、
こ
れ
を
確
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
…
…
取
得
土
地

の
範
囲
の
特
定
が
可
能
に
な
る
」
と
い
う
要
件
で
あ
る
。
本
判
決
は
、

甲
地
の
所
有
者
が
境
界
の
全
部
を
接
す
る
乙
地
の
所
有
者
A
に
甲
地

の
一
部
を
譲
渡
し
、
残
部
を
B
に
譲
渡
し
た
場
合
に
、
分
筆
登
記
が

な
い
ま
ま
に
B
に
対
す
る
所
有
権
移
転
登
記
が
な
さ
れ
た
な
ら
ば
、

一
般
論
と
し
て
「
甲
乙
両
地
の
境
界
を
確
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初

め
て
A
及
び
B
が
譲
り
受
け
た
各
土
地
の
範
囲
が
特
定
さ
れ
る
」
と

述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
件
解
説
は
「
本
件
訴
訟
に
お
い

て
、
境
界
を
確
定
す
る
こ
と
な
く
右
四
坪
の
土
地
の
位
置
を
特
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
証
拠
は
な
か
っ
た
」
と
報
じ
て
い
る
こ
と

　
　
　
（
7
）

か
ら
す
る
と
、
事
情
に
よ
っ
て
は
係
争
土
地
を
特
定
す
る
証
拠
が
存

在
し
た
り
、
境
界
を
確
定
す
る
必
要
が
な
い
場
合
も
あ
る
わ
け
で
あ

る
。
本
件
で
は
必
要
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
立
論
が
展
開
さ
れ
て
い

る
が
、
必
要
性
に
つ
い
て
一
般
的
に
肯
定
す
る
の
で
は
な
く
、
肯
定

す
る
場
合
の
具
体
的
な
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
方
が
、
今
後
の
参
考

に
な
っ
た
よ
う
に
思
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
判
例
理
論
の
次
の
課

題
は
、
具
体
的
な
必
要
性
の
内
容
で
あ
る
。

　
な
お
上
告
理
由
は
大
判
大
正
九
年
七
月
六
日
民
録
二
六
輯
九
五
八

頁
と
最
一
小
判
昭
和
五
九
年
二
月
一
六
日
裁
判
集
一
四
一
号
二
二
七

頁
（
判
例
時
報
二
〇
九
号
九
〇
頁
）
を
引
用
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら

は
本
件
と
は
直
接
関
係
が
な
い
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
ー
と
H
に
分

類
さ
れ
る
判
例
で
あ
り
、
さ
ら
に
本
件
は
m
の
事
例
と
も
異
な
る
。

本
件
で
考
え
る
べ
き
問
題
は
四
・
V
で
あ
り
、
事
案
と
し
て
は
V
の

応
用
判
例
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

三
　
学
説
か
ら
の
問
題
提
起
に
つ
い
て

　
学
説
は
本
件
の
よ
う
な
問
題
を
従
来
あ
ま
り
議
論
し
て
い
な
い
が
、

既
に
見
た
よ
う
に
本
判
決
は
先
行
判
例
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
か
ら
、
先
行
判
例
を
支
持
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
帰
結
と
し
て
本

判
決
を
支
持
す
る
で
あ
ろ
う
。
学
説
は
W
の
最
三
小
判
昭
和
五
八
年

一
〇
月
一
八
日
民
集
三
七
巻
八
号
二
二
一
頁
を
契
機
に
、
適
格
喪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
8
）

失
説
か
ら
適
格
肯
定
説
に
転
換
し
た
か
ら
、
通
説
の
形
式
的
形
成
訴

訟
説
に
お
い
て
も
適
格
肯
定
説
に
立
っ
て
本
判
決
を
支
持
す
る
立
場
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が
多
数
説
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
本
判
決
は
学
説
か
ら
も
是
認
さ
れ

る
判
決
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
本
判
決
に
問

題
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
N
の
問
題
で
適
格
が
喪
失
す
る

と
考
え
る
な
ら
ば
、
当
然
、
V
の
問
題
で
も
本
判
決
に
対
し
て
も
反

対
す
る
と
思
う
の
で
、
こ
の
説
が
提
起
し
た
問
題
は
考
え
る
必
要
が

あ
る
。
す
な
わ
ち
今
日
で
は
反
対
説
は
少
数
説
で
あ
る
と
は
い
え
、

当
事
者
適
格
者
は
な
ぜ
所
有
権
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い

う
こ
と
を
、
原
点
に
立
ち
返
っ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
具
体
的
に

言
え
ば
、
時
効
取
得
さ
れ
た
者
は
他
人
の
所
有
地
（
支
配
領
域
）
の

中
の
境
界
に
つ
い
て
十
分
に
争
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
時
効
取
得

し
た
側
か
ら
は
、
そ
の
者
は
真
剣
に
争
う
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問

に
答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
多
数
説
か
ら
は
こ
の
点
に

つ
い
て
の
説
明
は
十
分
で
は
な
く
、
必
要
性
が
こ
の
よ
う
な
疑
問
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

押
し
切
っ
た
と
の
印
象
は
否
定
で
き
な
い
よ
う
に
思
う
。
さ
ら
に
形

式
的
形
成
訴
訟
説
に
批
判
的
な
立
場
、
す
な
わ
ち
所
有
権
境
界
確
定

訴
訟
説
に
よ
る
な
ら
ば
、
境
界
確
定
は
不
要
と
の
批
判
も
考
え
ら
れ

る
。
境
界
確
定
訴
訟
の
法
的
性
質
に
関
し
て
種
々
の
見
解
が
主
張
さ

れ
て
い
る
が
、
特
に
近
時
は
所
有
権
の
境
界
確
定
訴
訟
と
構
成
す
る

　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

学
説
が
有
力
で
あ
る
。
こ
の
立
場
に
よ
る
な
ら
ば
、
本
件
で
公
法
上

の
境
界
を
確
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
消
極
的
に
考
え
る
と
思
わ
れ

る
。
す
な
わ
ち
本
件
で
は
所
有
権
確
認
訴
訟
や
係
争
土
地
の
明
渡
し

等
も
併
せ
て
審
理
・
判
断
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に

わ
ざ
わ
ざ
判
決
で
公
法
的
な
境
界
を
確
定
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
と

　
　
　
　
　
　
（
n
）

い
う
疑
問
が
生
じ
る
。

　
こ
の
問
題
は
結
局
は
そ
も
そ
も
境
界
確
定
訴
訟
の
目
的
や
法
的
性

質
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
と
い
う
こ
と
に
帰
着
し
、
形
式
的
形
成

訴
訟
説
か
所
有
権
境
界
確
定
訴
訟
説
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
従
来
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

私
は
形
式
的
形
成
訴
訟
説
を
支
持
し
て
き
た
が
、
最
近
そ
の
立
場
を

変
更
し
た
の
で
、
そ
の
よ
う
な
新
し
い
視
点
で
形
式
的
形
成
訴
訟
説

の
問
題
点
を
考
え
な
が
ら
、
境
界
確
定
訴
訟
の
法
的
構
成
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

私
見
を
素
描
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

四
　
境
界
確
定
訴
訟
に
つ
い
て
の
私
見

　
判
例
や
多
数
説
に
よ
れ
ば
、
境
界
確
定
訴
訟
で
は
単
に
地
番
の
境

界
線
を
確
定
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
当
事
者
間
の
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

地
紛
争
の
抜
本
的
な
解
決
に
な
ら
な
い
点
が
問
題
で
あ
る
。
例
え
ば
、

本
件
で
は
Q
㊧
の
境
界
が
最
大
の
争
点
で
あ
り
、
将
来
の
紛
争
の
解

決
の
基
準
と
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
②
①
の
境
界
を
確
定
す
る
意

味
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
②

①
は
Q
㊧
を
決
め
る
前
提
問
題
と
し
て
重
要
で
あ
る
し
、
Q
⑧
を
決

め
る
基
準
点
で
あ
る
と
い
う
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
前
提
問
題

に
は
既
判
力
は
生
じ
な
い
と
い
う
の
が
民
訴
法
の
一
般
原
則
で
あ
る
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こ
と
を
考
え
る
と
、
②
①
を
確
定
さ
せ
る
必
要
性
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
所
有
権
の
範
囲
の
確
定
は
別
訴
で
行
う
も
の
で
あ
り
、

地
番
の
境
界
確
定
訴
訟
は
そ
の
前
提
問
題
と
し
て
の
役
割
が
あ
る
と

の
意
見
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
所
有
権
確
認
訴

訟
の
前
提
問
題
と
し
て
そ
の
訴
訟
に
お
い
て
処
理
す
れ
ば
よ
い
の
で

あ
っ
て
、
わ
ざ
わ
ざ
独
立
の
訴
え
と
し
て
考
え
る
必
要
は
な
い
。
境

界
確
定
訴
訟
が
意
味
が
あ
る
の
は
、
反
射
的
で
あ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ

て
当
事
者
間
の
所
有
権
の
範
囲
が
確
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
所
有

権
の
範
囲
と
は
無
関
係
に
地
番
の
境
界
を
訴
訟
で
確
定
す
る
必
要
は

な
い
。
さ
ら
に
当
事
者
間
に
所
有
権
の
争
い
が
な
い
な
ら
ば
、
対
立

構
造
は
存
在
し
な
い
か
ら
、
訴
訟
を
必
要
と
す
る
基
礎
も
な
い
と
言

う
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
境
界
を
挟
ん
で
両
方
の
土
地
を
所
有
す

る
者
は
、
境
界
線
が
不
明
で
も
境
界
確
定
訴
訟
は
提
起
で
き
な
い
こ

と
を
想
起
す
べ
き
で
あ
る
。
あ
る
い
は
当
事
者
は
依
然
と
し
て
重
大

な
利
害
関
係
を
有
し
て
い
る
と
い
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
当
事
者
は

所
有
権
の
範
囲
を
決
め
る
こ
と
に
利
害
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
り
、

地
番
の
境
界
は
そ
の
た
め
の
手
段
で
あ
る
か
ら
、
間
接
的
な
利
害
関

係
と
い
う
べ
き
あ
る
。
あ
る
い
は
独
立
の
訴
え
を
必
要
と
す
る
理
由

と
し
て
、
地
番
と
い
う
公
法
的
境
界
と
対
世
効
を
持
ち
出
す
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
対
世
効
と
い
っ
て
も
、
こ
の
紛
争
の
実
態
が
当
事

者
間
の
所
有
権
の
範
囲
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

公
法
的
境
界
と
か
対
世
効
と
い
う
こ
と
が
本
当
に
必
要
で
あ
る
か
は

疑
問
で
あ
る
。
あ
る
い
は
当
事
者
の
所
有
権
に
関
係
な
く
、
公
法
的

境
界
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
と
の
反
論
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
そ
れ
な
ら
ば
、
そ
れ
は
も
は
や
訴
訟
の
問
題
で
な
く
、
行
政
の

問
題
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
境
界
確
定
訴
訟
の
対
象
を
公
的
境
界
と
考
え
る
こ
と

に
疑
問
が
あ
る
が
、
判
例
・
通
説
の
形
式
的
形
成
訴
訟
説
は
訴
訟
の

対
象
を
公
的
境
界
と
し
な
が
ら
、
当
事
者
適
格
者
と
し
て
所
有
権
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

を
持
ち
出
し
て
、
所
有
権
と
の
調
整
を
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
時
効
取
得
の
抗
弁
が
提
出
さ
れ
た
と
き
に
、
境
界

確
定
訴
訟
の
範
囲
外
で
あ
る
と
し
、
当
事
者
適
格
で
も
時
効
取
得
に

よ
っ
て
影
響
さ
れ
な
い
と
説
く
姿
勢
は
、
所
有
権
と
の
調
整
は
中
途

半
端
で
あ
る
し
、
便
宜
的
で
あ
る
と
の
印
象
は
否
定
で
き
な
い
。
あ

る
い
は
時
効
取
得
で
当
事
者
適
格
が
喪
失
し
な
い
理
由
と
し
て
訴
訟

経
済
を
主
張
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
訴
訟
経
済
と
い
う
の
で
あ
れ

ば
、
時
効
取
得
に
よ
っ
て
所
有
権
の
範
囲
が
明
ら
か
に
な
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
点
に
つ
い
て
何
ら
の
拘
束
力
を
認
め
な
い
方
が

問
題
で
あ
る
。
ま
た
所
有
権
と
の
調
整
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
形
式

的
形
成
訴
訟
説
に
お
い
て
は
既
述
の
よ
う
に
、
当
事
者
適
格
は
喪
失

す
る
と
の
説
の
方
が
理
論
的
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
形
式
的
形
成
訴
訟

説
は
訴
訟
経
済
や
必
要
性
を
強
調
し
た
結
果
、
そ
の
基
盤
に
間
題
が

102



判例研究

あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
に
な
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
そ
れ
な
ら
ば
境
界
確
定
訴
訟
を
所
有
権
境
界
確
定
訴
訟
と
考
え
れ

ば
、
間
題
は
氷
解
す
る
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
。
境
界
確
定
訴

訟
に
お
い
て
非
訟
的
な
取
扱
い
を
せ
ざ
る
を
え
な
い
点
の
説
明
は
困

難
で
あ
る
し
、
係
争
土
地
が
未
登
記
の
場
合
に
登
記
す
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
地
番
の
境
界
を
確
定
す
る
必
要
性
は
認
め
ざ
る
を
え
な
い

よ
う
に
も
思
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
後
者
は
登
記
の
技
術
的
問
題
で

あ
り
、
登
記
で
解
決
す
べ
き
で
あ
っ
て
境
界
確
定
訴
訟
で
考
え
る
必

要
は
な
い
と
も
い
え
る
。
前
者
の
非
訟
的
な
性
質
に
つ
い
て
で
あ
る

が
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
根
拠
づ
け
る
か
で
、
従
来
の
所
有
権
境
界

確
定
訴
訟
説
は
問
題
が
あ
る
こ
と
は
率
直
に
認
め
ざ
る
を
え
な
い
。

し
か
し
、
解
決
策
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
訴
訟
で
も
非
訟
的
な
側

面
が
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
の
が
一
般
的
な
見
解
で
あ
る
が
、
私
見

は
形
式
的
形
成
訴
訟
説
と
の
融
合
と
役
割
分
担
と
い
う
こ
と
に
解
決

策
を
模
索
し
て
い
る
。
つ
ま
り
所
有
権
境
界
確
定
訴
訟
説
に
立
ち
な

が
ら
、
限
定
的
に
形
式
的
形
成
訴
訟
説
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

非
訟
的
性
質
の
問
題
は
解
決
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て

形
式
的
形
成
訴
訟
説
に
よ
る
処
理
は
、
所
有
権
境
界
確
定
訴
訟
説
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

よ
る
処
理
が
で
き
な
く
な
っ
た
段
階
で
行
う
べ
き
で
あ
る
。

五
　
お
わ
り
に

　
本
件
に
つ
い
て
私
見
を
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

本
件
で
は
関
係
す
る
所
有
権
確
認
訴
訟
も
併
せ
て
提
起
さ
れ
て
い
る

の
で
、
境
界
線
の
②
①
は
、
確
か
に
そ
れ
ら
の
訴
訟
と
の
関
係
で
先

決
的
関
係
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
確
定
し
て
お
く
必
要
性
は
認
め

ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
確
定
し
な
く

と
も
所
有
権
の
境
界
が
確
定
す
る
な
ら
ば
、
将
来
禍
根
を
残
す
と
は

思
え
な
い
。
ま
た
境
界
が
一
方
当
事
者
の
支
配
地
域
に
あ
っ
て
、
所

有
権
の
範
囲
と
境
界
の
範
囲
が
一
致
し
て
い
な
い
場
合
に
、
当
事
者

が
境
界
線
に
つ
い
て
真
剣
に
争
う
こ
と
が
で
き
る
か
は
疑
問
で
あ
り
、

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
手
続
の
正
当
性
に
疑
問
が
生
じ
る
よ
う
に
思

う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

　
な
お
境
界
確
定
訴
訟
に
関
し
て
は
新
た
な
動
き
が
看
取
さ
れ
る
が
、

当
分
の
間
は
判
例
理
論
を
基
礎
に
処
理
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
判
例

理
論
は
確
立
さ
れ
た
と
見
え
る
の
で
、
簡
単
に
そ
の
態
度
を
改
め
る

こ
と
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
に
し
て
も
、
事
件
は
既
に

述
べ
た
よ
う
な
判
例
・
通
説
の
問
題
点
を
十
分
に
考
慮
し
て
処
理
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
研
究
会
で
は
所
有
権
的
構
成
に
軸
を
置
い
た
私
見
に
対
し
て
、
公

法
上
の
境
界
を
考
え
る
形
式
的
形
成
訴
訟
を
否
定
す
る
必
要
は
な
い

し
、
所
有
権
的
構
成
の
場
合
に
非
訟
的
処
理
方
法
の
説
明
に
問
題
が
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あ
る
と
の
批
判
や
、
法
的
性
質
論
は
説
明
の
た
め
の
議
論
で
実
益
が

な
い
と
の
意
見
が
表
明
さ
れ
た
。

（
1
）
　
加
藤
新
太
郎
「
判
解
」
N
B
L
五
九
六
号
三
八
頁
（
一
九
九
六

年
）
、
大
橋
弘
「
判
解
」
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
民
事
篇
平
成
七
年

度
（
上
）
三
三
一
頁
以
下
（
一
九
九
八
年
）
を
参
考
に
ま
と
め
た
。

（
2
）
高
見
進
「
判
批
」
判
例
評
論
四
四
七
号
五
一
頁
（
一
九
九
六

年
）
。
な
お
〔
〕
は
筆
者
の
加
筆
で
あ
る
。

（
3
）
　
松
山
恒
昭
「
境
界
確
定
の
訴
え
の
当
事
者
適
格
」
判
例
タ
イ
ム

ズ
五
一
二
号
四
七
頁
（
一
九
八
四
年
）
。

（
4
）
　
高
見
・
前
掲
注
（
2
）
五
一
頁
。

（
5
）
本
判
決
に
関
す
る
判
例
掲
載
誌
の
解
説
は
、
本
判
決
に
つ
い
て

　
こ
の
よ
う
な
限
界
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
（
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
〇

　
〇
一
号
八
六
頁
）
。

（
6
）
　
本
判
決
に
関
す
る
判
例
掲
載
誌
の
解
説
・
前
掲
注
（
5
）
八
六
頁
。

（
7
）
本
判
決
に
関
す
る
判
例
掲
載
誌
の
解
説
・
前
掲
注
（
5
）
八
五
頁
。

（
8
）
　
大
橋
・
前
掲
注
（
1
）
三
三
四
頁
以
下
。

（
9
）
　
小
川
健
「
判
批
」
本
誌
五
七
巻
二
一
号
五
八
頁
以
下
（
↓
九
八

　
四
年
）
、
玉
城
勲
「
判
批
」
私
法
リ
マ
ー
ク
ス
ニ
ニ
号
二
二
四
頁
以

下
（
一
九
九
六
年
）
参
照
。

（
1
0
）
　
境
界
確
定
訴
訟
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
は
、
私
は
最
近
、
「
境

　
界
確
定
訴
訟
に
つ
い
て
」
と
い
う
論
文
を
発
表
し
た
（
本
誌
七
二
巻

　
】
二
号
一
五
頁
以
下
）
。
最
近
の
学
説
の
状
況
に
つ
い
て
は
こ
れ
に

譲
る
。

（
n
）
　
玉
城
・
前
掲
注
（
9
）
二
二
五
頁
は
、
所
有
権
的
構
成
説
か
ら
先

行
判
例
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
判
例
に
反
対
し
て
適
格
喪
失
説
を
支

持
す
る
。
な
お
本
判
決
を
紹
介
し
た
民
事
法
情
報
一
五
二
号
二
二
頁

　
の
コ
メ
ン
ト
は
、
「
境
界
の
位
置
に
か
か
わ
ら
ず
、
譲
渡
さ
れ
た
甲

土
地
の
範
囲
が
確
定
で
き
る
な
ら
ば
、
あ
る
い
は
甲
、
乙
の
境
界
の

確
定
は
不
要
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
譲

渡
さ
れ
た
甲
士
地
は
乙
土
地
と
接
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
甲
土

地
の
範
囲
を
確
定
す
る
に
は
、
結
局
、
境
界
の
確
定
が
必
要
で
あ
る

　
と
い
え
そ
う
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
歯
切
れ
の
悪
さ
が
感

　
じ
ら
れ
る
が
、
そ
の
原
因
は
、
こ
の
よ
う
な
学
説
の
状
況
を
反
映
し

　
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
1
2
）
　
坂
原
正
夫
「
判
批
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
五
〇
五
号
二
二
八
頁
以
下

　
（
一
九
八
三
年
）
Q

（
1
3
）
　
私
見
の
詳
細
は
拙
稿
・
前
掲
注
（
1
0
）
二
五
頁
以
下
参
照
。
素
描

　
と
は
い
え
、
本
来
な
ら
参
考
文
献
や
私
見
と
同
趣
旨
の
学
説
を
引
用

　
す
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
前
記
拙
稿
に
譲
る
。

（
1
4
）
　
先
行
判
例
の
事
件
は
境
界
確
定
訴
訟
は
単
独
で
提
起
さ
れ
た
が
、

控
訴
審
判
決
後
の
段
階
で
新
た
に
所
有
権
に
関
す
る
訴
訟
が
提
起
さ

　
れ
、
「
結
局
は
紛
争
は
二
つ
の
訴
訟
手
続
に
分
断
さ
れ
て
し
ま
っ
た
」

　
（
高
見
・
前
掲
注
（
2
）
五
二
頁
）
。

（
1
5
）
　
畑
郁
夫
「
判
批
」
民
商
法
雑
誌
九
一
巻
二
号
一
〇
四
頁
（
一
九

　
八
四
年
）
、
同
・
「
境
界
確
定
訴
訟
」
新
堂
幸
司
編
『
特
別
講
義
民
事

　
訴
訟
法
』
二
一
九
頁
（
有
斐
閣
、
一
九
八
八
年
、
初
出
は
一
九
八
三
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年
）
は
、
所
有
権
者
を
適
格
者
と
す
る
な
ら
ば
、
形
式
的
形
成
訴
訟

説
は
実
態
か
ら
遊
離
し
て
い
る
と
の
批
判
に
対
す
る
防
波
堤
に
な
る

　
と
し
て
、
形
式
的
形
成
訴
訟
説
を
積
極
的
に
擁
護
し
て
い
る
。

（
1
6
）
　
拙
稿
・
前
掲
注
（
1
0
）
三
五
頁
以
下
参
照
。
こ
こ
に
お
い
て
、
私

　
は
段
階
的
構
造
説
を
提
唱
し
た
。

（
1
7
）
　
山
本
和
彦
「
境
界
確
定
訴
訟
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
九
八
六
号
九
六

頁
（
一
九
九
九
年
）
は
公
法
的
な
境
界
（
い
わ
ゆ
る
筆
界
）
に
つ
い

　
て
、
「
少
な
く
と
も
将
来
的
に
は
、
行
政
庁
の
第
一
次
的
判
断
権
を

尊
重
し
て
、
行
政
処
分
↓
行
政
訴
訟
の
ル
ー
ト
に
よ
る
立
法
を
す
る

　
こ
と
に
も
テ
分
な
合
理
性
が
あ
ろ
う
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に

　
山
本
教
授
は
、
法
学
教
室
二
二
九
号
二
二
二
頁
（
一
九
九
九
年
）
に

　
お
い
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
「
登
記
所
が
筆
界
に
つ
い
て
も
つ
専
門
的

　
な
知
見
を
紛
争
解
決
に
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
導
入
で
き
る
と
と
も

　
に
、
当
事
者
に
と
っ
て
も
簡
易
迅
速
な
紛
争
解
決
が
可
能
と
な
る
余

　
地
が
あ
り
ま
す
」
と
、
そ
の
長
所
を
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
二
年
一
一
月
三
〇
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
原
　
正
夫

（
りP

㊧

①

　　262番22

Q　　（甲地）262番19

262番23

　　　　　　　　②

262番18（乙地）

④

判例研究
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